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ロ
ン・
ノ
ル
大
統
領
の
国
外脱
出
に
よるプノ
ジペ
ン
政庇
の事
実上の
崩記 。

時間刻
みで
塗り
変
え
ら

れて
ゆ
く南ベ
ト
ナムのν
勢
力地

図u 。
激
必ず
るイン
ド
ジ
ナ
的ぬ
は

、
七三年一
月に
調
印
され
たベ
ト
ナ
ム和
平
協定のn
怒昧MM
を改
め

て
見出
させよ
うと
し

て
い
る。

協叱

首位
一

年あ
ま

り紛
い
た

丙
炉

は
、

ど
ん

な形

で畿を

刈一え
る

の
か。

イ
ン
ド
シ
ナ

舗
に
深
い

か

かわ

りを持
つ
米
関

与凶 、

y辿の
三
大尉
はど
う剥
く

の
か。
本
紙
は 、

隙井一一一
郎
（
将
治
家〉 、
中

川ト間畑地

〈点以外大

助段位） 、

糸川H
滋
（
ア
ジ
ア

品術研究
所）
の

イ
ンド
シナ
お
よ

び同時
問
題胤
門
宏一一一氏
を
招
き 、
服

巾ι附則利一と
い
わ

れ
る
．誠
氏
が
さ
ま
よ
う
イ
ジ
ド
シ
ナ
半
砧
の
現
状
そ
分
析
す
る
と
と
も
に 、

予
測
し得
る
和平
の
棺凶
を話
し
合っ
て
も
らっ
た 。

（
文中
般祢
焔〉

専

門

家

座

談

会

il
ロ
ン
・

ノ
ル
政
権の
事
実上の

制肢
で 、
カ
ン
ボジ

ア俗却はポ
ス
ト

・
ロ

ジ
・

ノ
ル

が然
ャ応札なっ
てき
た 。

当
間
ど
ん

な拘き
が
予測
され
る
か 。

カ
ン
ボ
ジ
ア
終

戦
内
閣
が
焦
点

陸
井
ロ
ン・
ノ
ル
退隔
は
既
定
の

114
尖で
あ
り 、
あ
と
は
ど
ん

な終戦
処

照
内閣
が
できる
かと
い－つこと
だ。

申
崎
弘

は
むし
る 、
心外
に叩か

っ
た
と
憾
じ

て
い
る 。
AJ
M
の
以附
に

はソ
泣
が
け設っ
たこ
とと 、
ベ
ト
ナ

l,!fj'".if斗」り

国
際
問
題
評
論家

隣
井

三
郎
氏

東
京
外
語
大
助
教
授

中
嶋

別刷
版
氏

ア
シ
ア
経
済
研
質
所
研
究員

糸
川以

滋
氏

（一司
会・
本
社
外
報
部
最
出
回浴）

い
だ甲？っ
か 。

糸
賀

米国
は・刀
ン
ボ
ジア
に対し

いまな
んの
切
ο

札も持

っ
て
いな

い。
い
ま掛っ
ているの
は政

治的介

入
だ
げ
だ
が、
米
間
と
し

て
は
こ
の
政

治

介

入

す

ら伴

止

す

る

こ

と

以

外

に

シ

ロ、‘

アヌ
！
ク
附
と 仁川
IX？っ
F段
が一弘

い。
その
ワン
ス
テ
ッ
プ
とし
て
今

凶

の

ロ

ン
・

ノ

ル

込Mm
J
h

f

工

作

し

た

と

忠

われ

る

が
、

こ

れが

すぐ利併に

出

び

っ

く

とは思

え

な

い
。

山

川
、

《

川

はシ
アヌ
Iク
仰い配
のい川
似
合
削刊に

芯

し

は

う

と

い

う

と
こ

ろ

に

川

い

込

ま

れよ－っ 。
陸
井
カ
ン
ボ
ジ
ア
城
下
は
お一
年

の
米 、
附 Aベ
ト
ナ
ム
引
の
介
入
に
よっ

て内
まっ
た。
宅
れがタメ
いた
と
たっ

た
ら 、
こ
ん
ど
はロ
ン・
ノル
そおHο

して7町、
吠MU
引
に
心ゐ
の
だ
か

内切手

す
きる
が、こ
れに
ひ

とは・かっ
てい

ゐ
H本
外と
も
とうい
うこ
と
か 。
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il
南ベ
ト
ナ
ム
で
解放
響
力の
寂

勢が瑞
い
て
いる
が、
どこ
まで
力で

押そ－っと
し

ているの
か。

糸
賀

当面の

間期は
サ
イ
ゴ
ジ

ま

で攻
め
る

か
ど
っか
だ
が、
私は
そこ

ま
で

は
な

い
と
思
っ
て

い
る。

解
放
掛

ス
ク

ン大
攻き
略い

サ
イ
ゴ

申
崎
解
放

叫門川川ぺかサ
イゴ
ジ
を
力

で
溶と
す
の
は
リ
スク

が
大
きすぎ

る。
一
つ
に
は米
関の
介入
を
描く
危

． 

ユ

南
ベ
ト

ナ

ム一
． 

一
カ

ン

一
ボ
ジ
ア

ン

ア

ヌ
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でーう プヨ な う 尋 を以な l碕 υ今臨

hり
の
ね
ら
い
を
づえ
る
と 、
昨
年
十
月

に
「
利
平
に関
す
る…一
演
目」
を
発
去

し 、
その
中で
米向
山川の
引

去拐げ

と 、
チぷ
l
政

総に代わる
新
政
杭
を

サ
イ
ゴ
ジ

側が有利
とい
う調
査結
果

を
出じ

ている。
和
平協
定
以
後二
年

余
で 、
米
同
な
ど
が南ベ
ト

ナ
ム
に一汀

っ
た
軍
部、
経
済混

助は首位
が
に ．．
 止

し
て
い
る 。
中
Y

の
援
助
て
「
北」
と

解
成
身
力
が

強く
な
っ

た
と
い
わ
れ
る

か、
中Y
の
援
助が米

間を上回ると

は思
え
な
い 。
や
は
D 、
表
面
に
現れ

ず
に
設
返し
て
い
た解
放
能
力と 、
チ

デ
l
政権との

刀関係の変
化を
抜き

・
にし
て
は
斑鮮
でき
な

い
。も
とも
と

ベ
ト

ナ
ム

では通

常叩…の
吠

争はな

く 、
地
図

で伊丹
け
さ
れ
る
よ
う
に解

放
勢
力が一気
に附
下し
ている
ー

と
い
う
よもつ
な
も
の
では

ない 。

、
，圃．

」．

りu
を
やれ
ば
や
るほ
ど外
国援
助に

た
よ
ら
なけれ
ば
な
ら

な
い。

中
幅

増以問
問聞はベ
トナム
的勢

の恨
本
に
ふれる。
作
り出

され←海

氏で
ある
か
ど
う
かは
別
と
し
て 、
難

民
間

閣がは川済
的
にチュ
1

政蛇の
氾

を引っ
ぱっ
た乙
と

は
丙め
な
い。
そ

の
点 、
灘
氏
問
題を
問
避した「
北」

側は

ぽ切で
あ
っ
た
と
い
えよ
う
。

11
情勢の
急
展開
に対
し

てチュ

1
Lヘ
流
制
はど－
つ対
応
し
よ
うと
し
て

い
る
の
か 。

ま
た、
サ
イゴ
ジで
組乙

っ
ている
反政
府必湖の
今弘
は
ど
う

だ＃
つ
つ
か 。

中

嶋一

日川

副

λ

税

制

の

グ

エ

ジ

・

カ

， 

？ 

． 

11
そ
うする
と 、大
立
の
ι曜日比拡地

位と
い－つ以
般
をど』つ解
釈し
た
ら
よ

いの
か。チ

ュ
i
政
権
の

お
荷
物
「
難
民」

陸
井

難民
は、
米
国介
入
時に
採

用
し
た
戦
陥
に
よ
っ

て怠凶
的
に作
り

出
さ

れ
たもの
だ

。

づ
まり
山
村
を
彼

域し、

住民
を
都
市に
追
い出
し
た両

県
午一
じた
もので、
チュ
1

政
従は
そ

れ
を
生
態
人口
に
伝
換で
きなかっ

た。
一
部の

縦以の
中
に
央
階主
ぷ

に対する
慰
問
心
があ
るの
は否
定
し

な
い
が、
チぷ
1

政椛
はn
難
民づ
く

オ・
ふが
川
てきても
、

米関
がバ
ッ

ク
アッ
プ
すると

は
思
え
な
い。
米
国

は
ロ
ン・
ノ
ル
政
杭

脳波で
白
木を
含

め 、
AS
E
A
N

〈京一団
ア
ジ
ア
諸
白

川淀川）

全体の
政
治の．叫
伊、
J
を－Mら

れ
てお
υ 、

市川的な
テコ
人

れ
を一判

官山
印刷
米
る
状
般
にはな
い。

糸
賀
昨
年来の
邸内J
mM
勢、反チ

ュ
i

M励
、

チュ
1

政
枕との
話
し合

い
を
約
百
し
て
い
る
解 円
以
検
似
側
の
去

勢な
ど
か

ら判断す
ると
、チ

ュ
1

政

Kが
利俳
万
什に
桁ず
る
ことはな
い

と

い’HAH
－
脱
出
な
い
い
方
を
ずれ

ば 、
チ品
！
大純一刷
山川河
の
退
防 、
あ

る
い
は
米
凶の
係
助
に
よっ

て
ι
さ一点

． 

し
字図っ
た
上
で
MM
戦に
持ち
込
む

i！の一一つ
以
外
に
刈随
性
はな
い
だ

ろ』っ 。陸
井
ζ
れ宮市
で
抑
配

され←同一山一一一

勢
力
が、
ハ川

近抑え切
れず

に台頭
し

て
き
で
い
る 。
解放
戦
似
はこ
の
約一一一

勢力の
仔
在
そぷめ
て
いるので、
チ

ュ
1

政

穏は
こ
の
点
か
ら
政
治
危
機
に

見知
わ
れ
る
だ
ろ『っ 。

た
だ米
関は
、カ

ン
ボ
ジ
ア
を
あき

ら
める
とと
が

川来て
も
、南ベ
ト
ナ

ム
南

部だけは惚保し
た
い 。

軍川明
戦

附だ

けでタ＼
政
治 、
経済と
く
に

八
0

年代
に

向け
て

の
石
油
・

エ
氷
ル

ギ
1

政
慌
の
上
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

に橋一間
保
を保つ
ζと
は至
上
命令
な

のだ。
し
か
し 、
米関
は援
助
で
も 、

時武
力行
使で
も内
内
外
でコ
ン
セ
ン

サ
ス
がね
ら
れ
ず 、
サ
イ
ゴ
ジ
政
経を

少
しでも
延命させ
る以
外
打つ
手
を

持たな
いの
が況宍
だ

。

初
め
て
現
実
に

ぶ
つ
か
っ
た
米

ll
現
在
の
白身
か
ら
振
り
返っ

て 、
パ
リ
陥
淀
川凶ど
ん
hf意
味
を
持っ

て
い
たの

だ
ろ
うか 。

また、
今後
の

イジ
ド
シ
ナ
MMuw
rhと
う
関
連
する
の

カ
申
崎
パ
リ
闘で
はある
怒
昧
で 、

米
間
の
問友
利
引
にい誌
づ
いた
も
のだ

っ
た
が 、
キッ
ミ
ン
ジャ
l
長
符
自

身 、

桜木
的
にアダア

を理
解し
てい

たと
は
胤
えな
い ，

陸
井
米
間以パ
リ
凶－
SL 、
ベト

ナ
ム
か
ら
の
川市

F

相川内生
凶
り 、
ベ
ト

ナ
ム
の
川相

以mmれ
た
ね
ら
っ
た

。
し
か

し 、
パ

リ協定は
第一
条でベ
ト
ナ
ム

の
出
立 、

川十日ぽ 、

沈一
と
．出
土
似
合

の

舟必
をう
たっ一」
U
O 、
現
状…保
結
を

規
定し
て
は
い
な
い 。
し
か
も 、一一一
弘一

本
省
で
巡
本
管
組
内
閣
を
伊
リ 、

総
選

結を
行、っと
し

ている。
それに
も
か

か
わ
らず
、ニ

ク
ン
ジ
前大
統
領
は

「
チぷ
1

政慣
が嶋一
の合

法政ほ」

とい
う 、
協定
詰
皮
とも

いえ
る
刊議

を
示してキ
走 。
だ
か
ら 、
今
になっ

て
初め
てパ
リ
協
定の
線
が生
き
返っ

て
絢
き
出
し
たと
も
い－える。

糸
賀
その
通
口
だと思
う 。
パ
リ

協定

以

後
、

米関は

は

っ

き

り

し

た

ベ

ト
ナム

政鍛を持っ
てい
なかっ
た 。

米聞はここ
で
初め
てベ
ト
ナムの
劇

中山
にぶヨ
かっ
た
わ

けだ 。

揺
さ
ぶ
ら
れ
る

デ
タ
ン
ト

外
交

ー！
イジ
ド
シ
ナ
の
新
局面
に中 、

y J川
附は
ど－
つ山るだ
ろ
うか 。

申
崎

中山内
に近
い
ア
ジ
ア
諸凶

が 、

中国との
間
交
樹
立
で披
も巡
れ

て
いる。
イ
デ
オロ
ギ
ー
を
超
え
た
中

制へ
の
潜配
的
脅
威
感
がある
た
めだ

ろ
う 。
北
ベ
ト
ナ
ム
に
し
て
も 、
中
国

に対
す
る不
信
は
かく
し切
れ
な
いも

の

があ
る 。
中
Y
M刈
立
は
附 一

界的規
民

に拡大
され、
ア
ジ
ア
で
も
柑冗に

け

ん
制し
合っ
て
いるので、イン
ド
シ

ナ半品
情勢との
か句
み
で
は
非引
に

し似雑

な誰砂
を以
すだ
ろ～っ 。

糸賀
イン
ド
シ
ナ
半ぬ
は
ア
ジ
ア

の
巾

で

中山以
闘の
位
舵
を
市
め
て

い
く

だろ
うし 、
をつ
なる
こ
と
が
期待
さ

れ
てい
る。
巾y
刈守一
は
別に
し

て、

川
川
はインド
シ
ナ
での

役刈をバ
め

て
いこう
と
する

の

では
な
い
か 。

・
陸
井
インド
シナの
新
防聞は
、

大
凶の
利
続中
心
に
反
問
され
てき
た

デ
タ
ン
ト外
交へ
の挑
慌
で
あ
り 、
そ

の
ワ
ク
組み
か
ら

はみ
出
したも

の

だ け
山間
隙政
治、
続
慌
の’ f・dr
地
点
で

こ
う
し
た
湖
き
が山
た
こレeym
ら 、
従

恨
の

大同
に
よ
る
デ
タ
ン
ト

の
ワ
，

柏

み
は
匂
わ
ら
ざ
る

をえな
い。
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